
拾
芥
抄原

本
は
鎌
倉
時
代
中
期
成
立
か
。「
拾
芥
抄
」（
京
都
大
学
・
清
家

文
庫
蔵
）
の
巻
三
（
明
応
元1

4
9

2

年
の
写
し
か
）
の
「
諸
寺
部

第
九
」
「
廿
一
寺
」
の
上
段
の
書
き
込
み
と
思
わ
れ
る
所
に
、

戸
隠

大
山

地
蔵と

あ
る
。
大
山
が
地
蔵
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
戸
隠
が
地
蔵

と
い
う
の
は
疑
念
が
残
る
。
た
だ
し
、
戸
隠
と
い
う
概
念
の
中
に

飯
綱
も
含
む
な
ら
ば
、
飯
綱
の
地
蔵
を
当
て
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
江
戸
期
の
「
寛
永
壬
午
孟
夏
吉
旦
西
村
氏
吉
兵
衛
新
刊
」

（1
6
4

2

年
）
の
「
拾
芥
抄
」
に
は
こ
れ
ら
が
な
く
、
「
廿
一
寺
」

の
次
は
「
六
勝
寺
」
、
次
が
「
諸
寺
」
で
、
順
序
も
入
れ
替
え
ら

れ
追
加
も
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
「
拾
芥
抄
」
に
は
、

戸—

隠
影
光
寺
古
佛

遊
‐
行
ノ

所

と
あ
る
。

「
拾
芥
抄
」
は
鎌
倉
期
に
そ
の
原
型
が
成
立
し
、
そ
の
後
書
き
加

え
等
の
改
変
が
な
さ
れ
た
思
わ
れ
る
。「
戸
隠

大
山

地
蔵
」
と
あ
る
の
は

室
町
期
で
あ
り
、

「
戸
隠
影
光
寺
古
仏

遊
‐
行
ノ

所

」
と
あ
る
の
は
「
寛
永
壬
午
孟
夏
吉
旦
西
村
氏

吉
兵
衛
新
刊
」
で
あ
っ
て
、
何
時
戸
隠
の
こ
と
が
「
拾
芥
抄
」
の

写
本
な
ど
に
記
さ
れ
始
め
た
の
か
は
不
明
。



註

清
家
文
庫
の
「
拾
芥
抄
」
と
「
寛
永
壬
午
孟
夏
吉
旦
西
村

氏
吉
兵
衛
新
刊
」
は
京
都
大
学
貴
重
資
料
画
像
と
し
て
公

開
さ
れ
て
い
る
。


